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編集後記：「昔のヤツには覇気があった．昔のヤツには

夢があった」．最近，何度かそうつぶやいた．

　先ず，台所の床の隙間から出てきた昭和60年代の古

新聞を目にした時．染みついた古新聞の片隅に掲載さ

れた小さな記事の行間から執筆した記者のメッセージ

が約10年の時を越えてずしりと伝わってくる．例えば，

地球環境についての問題提起など少しも古くなってい

ない．

　次に，昭和50年代のスポーツ番組の録画を見た時．

アナウンサーはただ実況を中継しているだけではな
い
． 選手はどういう練習をしてきたのか，今日はどん

な体調なのか，どうして勝ったのか，……．アナウン

サーの語る一句一句からテレビ画面の選手の人物像，

人生観までもひしひしと伝わってくる．

　そして，気象庁図書館で一昔前の「天気」に出会っ

た時．一瞬，息をのんだ．探していた海陸風に関する

文献などもうどうでもよかった．昭和30年代の「天気」

の一頁一頁に視線は釘づけとなった．誌面から昭和中

期の気象界の発展が手にとるようによくわかる．

　「天気」は昭和29年に創刊号が世に出て，その歴史は

始まった．当初の主要項目は「解説」，「報文」，「読者

だより」などであり，大筋は現在と変わっていない．

主な相違点は表紙裏の写真が「白黒」から現在の「カ

ラー」に変わったくらいだ．だが，雲写真（第1巻の

「尾瀬の雲」など）を見ると，「白黒」写真の方が迫力

があるような気がする．昔の人はシャッターチャンス

を逃していない．

　時代はスピード化している．すでに十年一昔ではな

く一・年一昔の時代に入った感もする．この時代の変化

に「天気」はいかに対応していくか．常に一歩先を見

据え，新しい発想を持って対処していくことが重要で

あることは言うまでもない．それ以上に大切なことは

「天気」の変えてよい柱と変えてはならぬ柱を常に見極

めていることであろう．不易流行（芭蕉の俳譜用語）

という言葉を常に考えておかなくてはならない．

　今，46年目の平成11年度．「天気」編集委員会のメ「ン

バーが揃って早4か月だ．編集委員は学会会員から送

付された「論文」，「短報」，「解説」などを新誌面に最

大限生かそうと，余暇もなく無報酬の兼業に日夜奮闘

している．常に，一つのパラグラフ，一つのセンテン

ス，一つのフレーズに誤植がないか神経をすり減らし

ている．たとえ「天気」全体の頁数が少なくても，協

力して内容に十分重みを持たせている．また，当然の

ことながら視野を広げ，常に他の学会，分野にもアン

テナを張っている．

　昭和29年の創刊号の冒頭に述べられているが，「天

気」は読者の声が直接反映する月刊誌であることが望

まれる．内容豊富な充実した「天気」を現在のみなら

ず後世に遺していくためにも，改めて読者の皆様には

より一層の投稿をお願いしたい．

　「天気」は絶えず磨かれ，成長，発展していかなけれ

ばならない．さらに，気象界の発展のために「天気」

は常にリーダーシップをとっていく必要がある．

　最後に，昔のヤツは掲げた目標に自分の命を全部か

けていた．逆境の中でも発憤し，後世に不朽の作を遺

した．我々現代人も……．それでは，次号にご期待下

さい．
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